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研究背景と目的

VR環境の設計と構築

小規模テストによる作業時間比較

経済効果の推定

今後の研究展開
 東邦HDの配送業務従事者に加え、一般被験者(配送未経験者)も

対象としたVR環境の厳密な評価および支援手法の比較実験を実施

• 主観的評価: 作業負荷、操作性、没入感、
VR酔いの有無を含むアンケート

• 客観的評価: 作業完了時間、エラー率、動作種類と頻度

 推定条件

• 作業時間：90分 (内部調査データ)
• 時給：1,968円
     (国内配送業の全国平均時給）

• 年間就業日数：240日

 年間削減効果

• 削減効果：-52.5%
         (小規模テストから算出)

• 1人あたり、約37万円の削減効果

 AR技術による直感的な作業支援の実現
 作業精度/業務効率向上と負荷軽減を目指した技術的アプローチ
 配送業務におけるAR支援による作業改善の試み

研究アプローチと手法
 VR技術を用いたプロトタイピングサイクルの構築
 AR支援手法の有効性の事前評価に加えて、各ステークホル

ダー間の相互理解と合意形成を支援

 検品作業の各支援手法 (Assistance Method：AM) の典型的な
ワークフロー

 テスト条件
• 物流センターから距離が近い営業所モデル
• 製品数量 : 70個 (モデル営業所 1/7スケール)
• 実施者 : R＆Dチーム計4名 (配送経験者:2名、未経験者:2名)

 結果 (ベースライン: AM0)
• 参加者全員 :  AM1 -31.4%、 AM2 -52.5%
• 配送経験者 :  AM1 -24.3%、 AM2 -48.8%
• 配送未経験者 :  AM1 -36.4%、 AM2 -55.0%

 有意差検定 (参加者全員を対象)
各支援手法の中央値において有意差を確認

AR支援手法の改良点
 プロトタイピングサイクルの各フェーズで特定された課題に

対して、改良したAR支援手法をVR環境で実装

改良点①:顧客施設名や製品名を強調表示し、誤認防止

改良点②:色分けされたアイコンで検品状態を表示
■：検品対象外、■：検品対象、■：スキャン済

フォント色変更、
太字、下線に
よる視認性向上

顧客施設名とタ
スク進捗をポッ
プアップ表示

VR環境内で構築した各支援手法

VR技術を用いたプロトタイピングサイクル

比較評価:AR支援導入による削減効果

比較評価:各支援手法の作業時間

医薬品物流における主な製品の流れ

 物流センターは、集中管理や投資に適した環境であるため、自
動化や支援技術の導入が促進

 一方、下流工程である配送業務では、依然として多様な人手作
業に依存しており、誤配送や作業負荷増大のリスクを伴うため、
作業の正確性と効率性の向上が課題

UI例:検品情報を視覚内へ提示し、
識別を容易化

UI例:検品対象物をワイヤーフレー
ムで直感的に識別
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